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■□平成 24 年度膜構造建築物施設見学会を開催しました 

 

 去る 11 月 30 日（金）に膜構造建築物施設見学会を開催しました。今回は静岡県内の４カ所の施設に

ついて見学しました。遠方にもかかわらず、２７名のご参加をいただき、バス１台を借り上げてＪＲ静

岡駅を出発点に静岡市内の施設を皮きりに、車中で設計や施工を担当された会員企業の担当者からの概

要説明を聴きながら、島田市、牧之原市、袋井市までを踏破し、ＪＲ掛川駅で解散する行程で行いまし

た。 

 最初に訪れた『静岡県立水泳場』は、静

岡市葵区にある県所有の５０ｍプールと飛

込み用プールを有する水泳場で、天井の一

部に幅約５ｍ、長さ約５０ｍのトップライ

トの機能を持たせたアルミ製ル―バーが設

けてありましたが、平成２１年の静岡沖地

震で崩落しその後の改修工法として膜材料

を用いた水平方向に折りたたむスライド式

の膜天井が採用されました。 

施設の管理を担当されている方の説明で

は、膜材料を採用するに至ったのは東京大

学生産技術研究所の川口健一教授のサジェスチョンを得ながら計画が進められた故とのことで、完成後

の稼働において夏期はスライド式の膜天井を開き、冬期は暖房効果の向上を狙って閉じるとのことでし

た。また、当日、遠隔操作による全ての膜天井の開閉の様子（写真中央部）も見ることができました。 

 

次に訪れた『島田駅北口・南口駅前広場 膜シェルター』

は、平成１９年から平成２０年にかけて駅前広場の整備をす

る際、市長の意向もあり、数多の工法・材料から膜構造を選

定されたとのことで、グレーの酸化チタン光触媒コーティン

グを施したＢ種膜

材料を導入したバ

スやタクシー乗場

の雨除けとしての

シェルターを、街路

線形に沿って大きな曲率を持たせた平面形の、また部分的に屋

根面の高さを３ｍないし５ｍに変えるなどして変化を持たせた

立体的にボリューム感のある、駅前広場周辺の建築物とは趣を

異にした注目を集める膜構造の建築物でした。 



次に訪れた『富士山静岡空港 駐車場』は、島田市と牧之原市にまたがる丘陵地に平成２１年に開港

した県営空港で、総工費１９００億円を掛けて総面積１９０ｈ

ａの敷地に２５００ｍの滑走路を有する最後の地方空港と言わ

れています。ここで見学した施設は、駐車場の中央に位置する

幅約３０ｍ長さ約５０ｍの平面形の身障者用駐車場の膜シェル

ターと、バスとタクシ

ーの車寄せ上部に長

さそれぞれ約２００

ｍに及ぶ膜シェルタ

ーでした。トップコートに酸化チタンを含有するＡ種膜材料を

用いた膜構造の建築物で、広大な駐車場スペースに異彩を放つ

ように存在する膜構造の上屋はひときわ目を引き、膜材料のも

つ透光性に由来する軽快さが、ステディーな空港施設本体との

好対照を成していました。 

 

最後に訪れた『県立小笠山総合運動公園エコパスタジ

アム』は、袋井市と掛川市にまたがる小笠山北西麓に位

置する総面積２６９ｈａを有する運動公園内の中心部に

あり、平成１３年に完成した５万人の観客を収容できる

中核施設で、サッカーが盛んなご当地静岡でもあり、FIFA 

WORLD CUP ‘02（h14）の会場としても使用され、その

後はサッカーの試合を中心にライブコンサートなどスポ

ーツ・音楽・芸能に幅広く利用されています。 

さて、膜構造の部分については、平面外径２７６ｍと２３５ｍの長楕円の内側方向の観客席の上部に

幅５０ｍから３８ｍのアーチ型断面をもつ膜構造の屋根を設けた構造で、この屋根架構は「天秤式テン

セグリック構造」と呼ばれる伝統的技術である天秤式のテンセグリックな構造で、バックステイケーブ

ル、バックステイロッド、耐風ロッド、斜交耐震ケーブル

及び耐震ブレースから構成されています。また、耐風ロッ

ドにはプレストレスを導入することによって架構の剛性

を高めています。なお、使用している膜材料はＡ種膜材で

す。 

この施設は緑豊かな小高い丘陵地帯の一角にあること

から、かなり遠方からも見える白い膜屋根は、大規模な施

設にも拘わらず、膜構造独特の軽快さを演出する極めて目

立つ存在となっていました。 

 

終わりに、今回の施設見学会の企画に際して、情報や資料のご提供など多大なご協力をいただきまし

た会員の皆様に深く感謝いたしまして、この報告を締めくくります。 


